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FTIR 大気観測データ準リアルタイム自動リトリーバルシステムの開発

Development of the automatic retrieval system for the FTIR spectroscopic observation
data
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通信総合研究所ではアラスカポーカーフラット観測所で観測したデータの有効利用をはかるため、
SALMON(System for Alaska Middle atmosphere Observation data Network: 国際中層大気環境観測実験データ処
理装置）の開発を行っている。その中で赤外吸収スペクトル観測データ準リアルタイムリトリーバルシステムの
開発を行ったので報告する。


